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袋掛け富有柿「果宝柿」のブランド化
＜長期構想推進重点政策枠事業＞

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

１，７００ 一般財源 1,700 需用費 1,258（印刷製本費等）

（前年度 ９００） 委託費 265

２ 背 景 ・ 現 状
本県は「富有柿」発祥の地であり、甘柿の出荷量が全国第１位(H18年産)の主産県
でもあるが、近年、福岡、奈良等新興産地の台頭により、消費者に対する「岐阜の柿
・富有柿」としてのアピールや差別化が図り難くなっている現状にある。
このような状況を踏まえ、平成20年５月に「岐阜柿ブランドづくり研究会」を設立
し、「じまんの原石」にも選定された「袋掛け富有柿」のブランド化に向け、新たな
ブランド柿の品質基準や名称（「果宝柿」）を決定したところである。

３ 事 業 目 的
袋掛け富有柿の中でも最高水準の品質を誇る「果宝柿」を本県のトップブランドと
して育成することにより、富有柿を始めとした岐阜柿全体の生産拡大及び生産者の経
営安定に結びつける。

４ 事 業 概 要
（１）新ブランド「果宝柿」のＰＲ及び販路開拓
・首都圏等大都市圏でのトップセールスなどによるＰＲの実施
・新ブランドのシンボルマークの作成
・新ブランドの育成に向けた取り組みのＰＲによる生産拡大

（２）袋掛け富有柿に含まれる機能性成分の調査
・カロテノイド類を中心とした機能性成分の分析・解明

（３）袋掛け富有柿の食べ頃に関する調査
・携帯型非破壊硬度計を用いた果実硬度と日持ち性や食感に与える影響の調査

（４）果宝柿及び袋掛け富有柿の生産拡大
・「果宝柿」生産技術マニュアルの作成及び栽培研究会の開催等による生産技術の
底上げ

袋掛け富有柿 果実単価向上
現状 ３５．１ｈａ

２４３千個 収穫期の労力分散

期待される柿を作る生産
者の誇り

適切な販路の開拓

・ブランドとしての位置づけを得 生産意欲の向上
られる販路の確保 果実品質向上

生産量増加 生産規模拡大
・販売拠点店舗への集中ＰＲ 生産量・販売量

のマッチング
県による支援

果宝柿生産拡大 ・ブランド化の推進と生
産・販売拡大
・機能性成分及び食べ頃
の解明

（款）６農林水産業費 （項）１農業費 （目）(9)園芸特産物対策費
（明細書事業名）○青果物等生産対策費

高級くだもの「ぎふ富有柿」創出推進事業費

【厳選果実の限定ブランド】

栽培・品質基準

果宝柿 の作成
↓

徹底した選果選別の実施

（でかい・あかい・うまい）


